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 現代は子どもの体力低下が問題とされている。そこで、それは運動や遊びの

経験不足が原因と考え、子どもが自ら遊びを作り出す意欲を引き出すことをね

らいに教材を開発し、実践を行った。教材は「ハンドゴルフ」と「投げっぱな

し」である。この教材の教育的価値を、「学習内容」「学習方法」「学習指導要領」

の三つの視点から分析していく。 

 「学習内容」からは、遊びを作り出す意欲を引き出すことができた。また児

童の投動作の向上、様々な投げ方の出現が確認できた。「学習方法」からは、ル

ールや遊び方を工夫した遊びの種類もいくつか確認できた。そして、運動能力

の高さ等にかかわらず、それぞれの楽しみ方を見つけられることも分かった。

「学習指導要領」からは、この教材が「体つくり運動」の目標を達成すること

をかなえる教材ということが分かった。 

 この教材が、前述のねらいをかなえる教材であることは示唆されたが、子ど

もの授業外での遊び方の追跡調査ができなかったことが、本実践の課題である。 


